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はじめに 
2022 年、新型コロナウイルスの影響は一進一退で推移し、企業への逆風も繰り返されてきた。

そのなかで、長野県内企業の景気ＤＩ（TDB景気動向調査）は、2022年１月から８月まで 47都道

府県別順位は１位となり、以降、９・10月は４位、11月は 10位、12月は 14位と順位を下げてき

たが、前半の好況感は高水準であった。 

一方、2023 年２月に実施した「価格転嫁に関する長野県内の実態調査」では、半導体や木材、

石油製品などの品薄により調達難となり、価格が高騰したため、十分とはいえないが県内企業の

78.8％で多少なりとも価格転嫁が行われた。 

この間、地元大手企業の業績はどう推移したのだろうか。帝国データバンクでは毎年、県内企

業を対象に売上高ランキング（上位 100社）を作成しているが、今回県内企業の 2022年決算（2022

年１月期～12 月期）を対象とした売上高ランキングを集計し、動向を分析した。金融機関や事業

協同組合などは対象としておらず、連結決算を採用している企業もすべて単体の売上高を採用し

ている。当事業年度より「収益認識に関する会計基準」等を適用した企業も含まれている。なお、

決算後事業再編（被合併など）により消滅した企業は含めていない。売上高については、100万円

未満は切り捨てとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別企画：2022年長野県内企業売上高ランキング〈上位 100社・速報〉 

100社の総売上高は５兆 2358億円、前年比 12.3％増 
総売上高・伸び率は過去最高、製造業が全体を押し上げる 

調査結果（要旨） 
■上位 100社の総売上高が初めて５兆円を突破、伸び率も過去最大 

2022 年県内企業売上高ランキング・上位 100 社の総売上高は５兆 2358 億 8300 万円。記

録が残る 1985年以降、初めて５兆円を超えた。伸び率 12.3％も過去最大。 

■売上高トップはセイコーエプソン、新たに５社がランクイン 

  売上高トップはセイコーエプソン（株）（諏訪市）。記録が残る 1985年以来、トップの座

を維持している。２位はミネベヤミツミ（株）（御代田町）、３位は新光電気工業（株）（長

野市）。前回 100位圏外からランクインしたのは５社。 

■増収企業 76社、減収企業 23社、増収が前年から 23社増加 

 100社のうち、増収となったのは 76社、減収が 23社。増収企業は前年の 53社から 23社増

加している。100社中 45社が製造業であり、うち 36社が増収だった。 

■大幅増収目立つ、伸び率トップは長野トヨタ自動車 

  増収企業のうち、20％以上増 24社、30％以上増９社と、大幅に増加した企業も多かった。

伸び率が最も大きかったのは、再編した長野トヨタ自動車（株）（長野市）の 84.1％。 
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１．トップ３はセイコーエプソン、ミネベアミツミ、新光電気工業 
2022年（2022年１月～12月）に到来した決算を対象とした今回の集計で、上位 100社の総売上

高は５兆 2358 億 8300 万円だった。前年の４兆 6630 億 6400 万円から 5707 億 6300 万円、率にし

て 12.2％増加した。２年連続の増加で、記録が残る 1985年以降で最も高い伸び率となり、最高額

であった 2007年の４兆 9015億 100万円を上回り、初めて５兆円を突破した。 

リーマン・ショック後、経済情勢が悪化した 2008年以降は３年連続減少。特に 2009年は 17.3％

減と大幅な減少を記録したが、2011 年から増加基調となり、前年を下回った 2012 年、2017 年も

小幅な減少にとどまっていた。ほぼ１年を通じて新型コロナウイルスの影響を受けた 2020 年は

3.7％減となったが、2021 年はコロナの影響緩和から回復に転じ、2022 年の大幅な伸びにつなが

った。 

2022年県内企業売上高ランキングトップは、2022年３月期に前期比15.2％増となる 8234億 4800

万円を計上したセイコーエプソン（株）（諏訪市）。1985 年以来、トップの座を維持している。２

位のミネベアミツミ（株）（御代田町）は、同 28.7％増の 7420億 2800万円。セイコーエプソンと

の差は 800億円強に縮小した。新光電気工業（株）（長野市）がワンランクアップして３位。上位

10社中９社、20社中 17社、30社中 26社は前年と同じ顔ぶれで、売り上げ上位企業に大きな変動

は生じていない。また、上位 100 社中、今回新たにランクインしたのは５社〈2021 年７月に旧・

ネクストエナジー・アンド・リソース（株）を吸収合併し、ネクストホールディングス（株）か

ら商号変更した現・ネクストエナジー・アンド・リソース（株）を除く〉。 
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２．増収企業は 76社、減収企業は 23社、伸び率トップは長野トヨタ自動車 
100社中、増収企業は 76社、減収企業は 23社。前年は増収 53社、減収 41社（決算期変更や新

発足などで６社は伸び率を算出しなかった）であったため、増収企業は 23社増え、減収企業は 18

社減った。増収企業の内訳は、「30％以上増」９社、「20％以上増～30 未満増」15 社、「10％以上

増～20％未満増」21社、「５％以上増～10％未満増」14社、「５％未満増」17社。再編したネクス

トエナジー・アンド・リソース（株）は算出しなかった。 

30％以上増の９社中６社は製造業、また 10％以上増の 45 社のうち 28 社は製造業と、伸び率の

大きな企業には製造業（機械系製造業）が目立つ。 

伸び率が最も大きかったのは長野トヨタ自動車（株）（長野市）。2021 年４月にグループ３社を

吸収合併してスタートし、前期比 84.1％増となる 641 億 8900 万円を計上、ランキング 10 位に浮

上した。また、新型コロナウイルスの影響が薄れつつある中、国内外で拡大した設備投資需要を

取り込んだシチズンマシナリー（株）（御代田町）が 66.5％増で伸び率２位、回復したメーカーの

金属材料需要などで受注が増加した花村産業（株）（松本市）が 48.5％増で同３位だった。 

 
 
３．業種別の総売上高、「製造」は 17.8％増で全体の６割超、「建設」は 16.2％減 
売上高上位 100社を業種別・地区別にしたのが下表。業種別の総売上高は、「製造」が 17.8％増

と伸び率が最も大きく、「サービス・その他」は 11.2％、「販売」も 7.8％の増加。一方、昨年伸

び率がトップ（8.7％）であった「建設」は 16.3％の減少になった。基幹産業の「製造」の総売上

高は、全体の 61.6％と６割を超えた。 

地区別では、「中信」が４社増、「北信」と「東信」が各２社減、総売上高は、全地区で前年を

上回った。 
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株式会社帝国データバンク 長野支店 担当：中澤 敏哉 

TEL 026-232-1288  FAX 026-232-5383 

当レポートの著作権は株式会社帝国データバンクに帰属します。 

当レポートはプレスリリース用資料として作成しております。著作権法の範囲内でご利用いただき、私的

利用を超えた複製および転載を固く禁じます。 

   

 


